
JP 2008-510718 A5 2008.9.25

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公表番号】特表2008-510718(P2008-510718A)
【公表日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2007-528031(P2007-528031)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 249/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3475   (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/664    (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/333    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/49     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 249/20    ５０２　
   Ｃ０７Ｄ 249/20    ＣＳＰ　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/3475  　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/664   　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/333   　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/49    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １０４Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造：

【化１】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、または有機アミン基から選択され得る）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、酸素－含有鎖基、および窒素－含有鎖基からなる群から選
択され；
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Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ

２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｇは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、アルキルカルボニル、およびアリールカルボニル基か
らなる群から選択され；および
Ｚ１は、下記（ａ）または（ｂ）：
　（ａ）Ｃ２～Ｃ１０アルキル；
　（ｂ）下記に表される二価基：
【化２】

〔式中、
Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基から選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する〕
から選択される。〕
を有する紫外線吸収性化合物。
【請求項２】
　Ｒ３は、下記：

【化３】

〔式中、Ｒ４、Ｚ１、およびＧは、請求項１と同義である。〕
に表される炭素および／または酸素および／または窒素－含有鎖化合物を構成する、請求
項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ４は、下記：

【化４】

〔式中、
ＥＯは、エチレンオキシドまたはその誘導体を構成し；
ＰＯは、プロピレンオキシドまたはその誘導体を構成し；および
Ｒ５は、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；および
Ｒ６は、二価Ｃ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；
ここで、ｘ、ｙ、およびｚは、０～２０の間の自然数または分数を構成し、さらに、ｘ＋
ｙ＋ｚは１以上を構成する。〕
に表される二価アルキル基である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１およびＲ２は、下記：

【化５】

〔式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｚ１およびＧは請求項１と同義であり、また、Ｚ１は
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脂肪族エステル鎖を有する反復基を構成する。〕
に示すように特定の各炭素と結合している、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　式：
【化６】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、および有機アミン基から選択される）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、および炭素／酸素含有鎖基からなる群から選択され；
Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ

２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｇは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、アルキルカルボニル、およびアリールカルボニル基か
らなる群から選択され；
Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ１０アルキル基からなる群から
選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；および
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する。〕
で表される化合物。
【請求項６】
　ｍは少なくとも２である、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　ｎは少なくとも２である、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ３はＨを構成する、請求項６または７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成する、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成する、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　ｎは５を構成する、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　ｍは少なくとも３である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ４は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）

２－ＣＨ２ＣＨ２－、および－（ＣＨ２）３Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）（ＣＨ２ＣＨ２）－か
らなる群から選択される二価基を構成する、請求項１１または１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　（ａ）熱可塑性または熱硬化性成分、もしくはそれらの混合物を有する少なくとも１つ
のポリマー調製物；
（ｂ）請求項１～１３のいずれかに記載の少なくとも１つのＵＶ吸収剤化合物であって、
該ＵＶ吸収剤化合物は、
ｉ）該ポリマー調製物中に存在するか、または
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ｉｉ）該ポリマー調製物の表面に付着しているか、
のいずれかである、物品。
【請求項１５】
　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成し；
Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成し；および
Ｒ７およびＲ８はそれぞれＨを構成し；並びに
ｎは５である、
請求項１４に記載の物品。
【請求項１６】
　前記ポリマー調製物は、少なくとも１つの前記紫外線吸収性化合物を該ポリマー調製物
の約０．１～１５重量％の量でさらに含有する、請求項１４に記載の物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　本件論議は単に例示的な態様を記載したものであって、本発明のより広い態様を限定す
ることを意図せず、そして、より広い態様は例示的解釈において具現されるものと当業者
に理解される。本発明は、実施例を挙げて添付のクレームに示されている。
　本明細書の当初の開示は、少なくとも下記の態様を包含する。
〔１〕　構造：
【化１】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、または有機アミン基から選択され得る）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、酸素－含有鎖基、および窒素－含有鎖基からなる群から選
択され；
Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ

２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｇは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、アルキルカルボニル、およびアリールカルボニル基か
らなる群から選択され；および
Ｚ１は、下記（ａ）または（ｂ）：
　（ａ）Ｃ２～Ｃ１０アルキル；
　（ｂ）下記に表される二価基：
【化２】

〔式中、
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Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基から選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する〕
から選択される。〕
を有する紫外線吸収性化合物。
〔２〕　Ｒ３は、下記：
【化３】

〔式中、Ｒ４、Ｚ１、およびＧは、〔１〕と同義である。〕
に表される炭素－含有鎖基または炭素および酸素－含有鎖化合物を構成する、〔１〕に記
載の化合物。
〔３〕　Ｒ４は、下記：
【化４】

〔式中、
ＥＯは、エチレンオキシドまたはその誘導体を構成し；
ＰＯは、プロピレンオキシドまたはその誘導体を構成し；および
Ｒ５は、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；および
Ｒ６は、二価Ｃ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；
ここで、ｘ、ｙ、およびｚは、０～２０の間の自然数または分数を構成し、さらに、ｘ＋
ｙ＋ｚは１以上を構成する。〕
に表される二価アルキル基である、〔１〕に記載の化合物。
〔４〕　Ｒ１およびＲ２は、下記：
【化５】

〔式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｚ１およびＧは〔１〕と同義であり、また、Ｚ１は脂
肪族エステル鎖を有する反復基を構成する。〕
に示すように特定の各炭素と結合している、〔１〕に記載の化合物。
〔５〕　式：

【化６】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、および有機アミン基から選択される）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、および炭素／酸素含有鎖基からなる群から選択され；
Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ
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２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｇは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、アルキルカルボニル、およびアリールカルボニル基か
らなる群から選択され；
Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨおよびＣ１～Ｃ１０アルキル基からなる群から
選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；および
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する。〕
で表される化合物。
〔６〕　ｍは少なくとも２である、〔５〕に記載の化合物。
〔７〕　ｎは少なくとも２である、〔５〕に記載の化合物。
〔８〕　Ｒ３はＨを構成する、〔６〕に記載の化合物。
〔９〕　Ｒ３はＨを構成する、〔７〕に記載の化合物。
〔１０〕　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成する、〔８〕に記載の化合物。
〔１１〕　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成する、〔９〕に記載の化合物。
〔１２〕　Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成する、〔１０〕に記載の化合物。
〔１３〕　Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成する、〔１１〕に記載の化合物。
〔１４〕　ｎは５を構成する、〔１２〕に記載の化合物。
〔１５〕　ｍは少なくとも３である、〔１４〕に記載の化合物。
〔１６〕　Ｒ４は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｏ）２－ＣＨ２ＣＨ２－、および－（ＣＨ２）３Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）（ＣＨ２ＣＨ

２）－からなる群から選択される二価基を構成する、〔１４〕に記載の化合物。
〔１７〕　Ｒ４は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２Ｃ
Ｈ２Ｏ）２－ＣＨ２ＣＨ２－、および－（ＣＨ２）３Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）（ＣＨ２ＣＨ

２）－からなる群から選択される二価基を構成する、〔１５〕に記載の化合物。
〔１８〕　紫外線吸収性化合物であって、該化合物はポリマー中へ組み込むのに適し、該
化合物はベンゾトリアゾール基および該ベンゾトリアゾール基に結合した少なくとも１つ
の反応性基を含んでなり、該反応性基は該ポリマー中での該化合物の実質的な非移行を促
進する条件下で該ポリマーと反応することができ、該反応性基は少なくとも１つの反応性
－ＯＨ基を有し、さらに、該化合物は約４５℃の温度で液体を構成する、化合物。
〔１９〕　前記反応性基は、（ａ）前記ベンゾトリアゾール基に隣接しこれと結合した近
位部と、（ｂ）前記ベンゾトリアゾール基から離れて位置する遠位部を含んでなり、前記
－ＯＨ基は該遠位部上に位置している、〔１８〕に記載の化合物。
〔２０〕　前記反応性基はオキシアルキレンまたはその誘導体を更に含んでなる、〔１９
〕に記載の化合物。
〔２１〕　前記反応性基は少なくとも１つの脂肪族共重合体鎖を更に含んでなる、〔２０
〕に記載の化合物。
〔２２〕　前記脂肪族部分はエーテルとエステルのブロック共重合体を含んでなる、〔２
１〕に記載の化合物。
〔２３〕　（ａ）熱可塑性または熱硬化性成分、もしくはそれらの混合物を有する少なく
とも１つのポリマー調製物；
（ｂ）少なくとも１つのＵＶ吸収剤化合物であって、
ｉ）該ポリマー調製物中に存在するか、または
ｉｉ）該ポリマー調製物の表面に付着しているか、のいずれかであるもの
を含んでなる物品であって、
（ｃ）該ＵＶ吸収剤化合物はベンゾトリアゾール誘導体を含んでなり、さらに、少なくと
も１つの、酸素、硫黄または窒素で中断されたアルキル鎖；および
ポリ（オキシアルキレン）鎖、
脂肪族ポリエステル鎖、または
ポリ（オキシアルキレン）および脂肪族ポリエステルのセグメントからなり；該セグメン
トはアミド官能基を経て該ＵＶ吸収剤化合物に結合しているブロック共重合体鎖を含んで
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なる、物品。
〔２４〕　前記紫外線吸収性化合物は、構造：
【化７】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、または有機アミン基から選択され得る）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、酸素－含有鎖基、および窒素－含有鎖基からなる群から選
択され；
Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ

２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｇは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、アルキルカルボニル、およびアリールカルボニル基か
らなる群から選択され；および
Ｚ１は、下記（ａ）または（ｂ）：
　（ａ）Ｃ２～Ｃ１０アルキル；
　（ｂ）下記に表される二価基：
【化８】

〔式中、
Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基から選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する〕
から選択される。〕
に従う、〔２３〕に記載の物品。
〔２５〕　Ｒ３は、下記：
【化９】

〔式中、Ｒ４、Ｚ１、およびＧは、〔２４〕と同義である。〕
で表される、
ａ）炭素－－；
ｂ）酸素－－；または
ｃ）窒素－
含有鎖基を含んでなる、〔２４〕に記載の物品。
〔２６〕　Ｒ４は、下記：
【化１０】
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〔式中、
ＥＯは、エチレンオキシドまたはその誘導体を構成し；
ＰＯは、プロピレンオキシドまたはその誘導体を構成し；および
Ｒ５は、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；および
Ｒ６は、二価Ｃ１～Ｃ１０アルキル基を構成し；
ここで、ｘ、ｙ、およびｚは、０～２０の間の自然数または分数を構成し、さらに、ｘ＋
ｙ＋ｚは１以上を構成する。〕
で表される二価オリゴマー基である、〔２５〕に記載の物品。
〔２７〕　前記紫外線吸収性化合物は下記に示す構造に従い、Ｒ１およびＲ２は、特定の
各炭素：
【化１１】

〔式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｚ１およびＧは〔２４〕と同義であり、また、Ｚ１は
脂肪族エステル鎖を有する反復基を構成する。〕
と結合している、〔２４〕に記載の物品。
〔２８〕　Ｒ３は、下記：
【化１２】

で表される、
ａ）炭素－－；
ｂ）酸素－－または
ｃ）窒素－
含有鎖基を含んでなる、〔２７〕に記載の物品。
〔２９〕　Ｒ４は、下記：

【化１３】

で表される二価オリゴマー基を含んでなる、〔２８〕に記載の物品。
〔３０〕　前記紫外線吸収性化合物は、下記：
【化１４】

〔式中、
Ｒ１は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、アルコキシ、－Ｃ（Ｏ）－Ａで表されるＣ
＝０含有基、およびＳＯ２－Ａで表されるＳＯ２－含有基（ここで、ＡはＯＨ、アルキル
、アルコキシ、または有機アミン基である）からなる群から選択され；
Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１０アルキル、およびＣ７～Ｃ２０フェニルアルキルからなる群か
ら選択され；
Ｒ３は、Ｈ、炭素－含有鎖基、酸素－含有鎖基、および窒素－含有鎖基からなる群から選
択され；
Ｒ４は、二価Ｃ２～Ｃ２０アルキル基、酸素、硫黄または窒素で中断された二価Ｃ４－Ｃ
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２０アルキル基、および二価オリゴマー基からなる群から選択され；
Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ１０アルキル基から選択され；
ｎは、１～１０の間の整数を構成し；
ｍは、１～２０の間の任意の自然数または分数を構成する。〕
で表される構造に従う、〔２４〕に記載の物品。
〔３１〕　ｍは少なくとも３である、〔３０〕に記載の物品。
〔３２〕　ｎは少なくとも３である、〔３０〕に記載の物品。
〔３３〕　Ｒ３はＨを構成する、〔３０〕に記載の物品。
〔３４〕　Ｒ３は炭素含有鎖基を構成する、〔３０〕に記載の物品。
〔３５〕　Ｒ３は酸素含有鎖基を構成する、〔３０〕に記載の物品。
〔３６〕　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成し；
Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成し；および
Ｒ７およびＲ８はそれぞれＨを構成し；並びに
ｎは５である、
〔３０〕に記載の物品。
〔３７〕　Ｒ１はＣｌまたはＨを構成し；
Ｒ２はｔｅｒｔ－ブチル基を構成し；
Ｒ７およびＲ８はそれぞれＨを構成し；および
ｎは５である、
〔３０〕に記載の物品。
〔３８〕　Ｒ４は、下記：
－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－、
－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２－ＣＨ２ＣＨ２－、および
－（ＣＨ２）３Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）（ＣＨ２ＣＨ２）－
からなる群から選択される二価基を構成する、〔３０〕に記載の物品。
〔３９〕　前記ポリマー調製物は少なくとも１つの熱可塑性成分を含んでなる、〔２３〕
に記載の物品。
〔４０〕　前記熱可塑性成分はポリオレフィン、ポリエステル、ポリカーボネート、熱可
塑性ポリウレタン、およびポリアミドからなる群から選択される少なくとも１つの有機材
料を含んでなる、〔３９〕に記載の物品。
〔４１〕　前記ポリマー調製物はポリプロピレンを含んでなる、〔２３〕に記載の物品。
〔４２〕　前記ポリエステル鎖はポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を含んでなる、
〔２３〕に記載の物品。
〔４３〕　前記ポリマー調製物は少なくとも１つの熱硬化性成分を含んでなる、〔２３〕
に記載の物品。
〔４４〕　前記熱硬化性成分は、ポリウレタンおよびアクリル樹脂からなる群から選択さ
れる少なくとも１つの有機材料を含んでなり、該有機材料は熱により架橋することが可能
である、〔４３〕に記載の物品。
〔４５〕　前記ポリウレタンはポリウレタンフォームを含んでなる、〔４４〕に記載の物
品。
〔４６〕　前記ポリマー調製物は、少なくとも１つの前記紫外線吸収性化合物を該ポリマ
ー調製物の約０．１～１５重量％の量でさらに含有する、〔２３〕に記載の物品。
〔４７〕　前記ポリマー調製物の０．３～８重量％の量で前記紫外線吸収性化合物を提供
する、〔４６〕に記載の物品。
〔４８〕　前記ポリマー調製物の０．５～５重量％の量で前記紫外線吸収性化合物を提供
する、〔４６〕に記載の物品。
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